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	ステップ３
起因事象の起こりやすさ
	ステップ４
失敗シナリオの起こりやすさ
	ステップ４
失敗シナリオの重要度
	ステップ5
失敗シナリオの結果の影響度
	ステップ5
優先度　（×、低、中、高）

	肥田1
	低→中
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田1
	低→中
	高→中
	
	
	

	山口1
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山1
	低→高
	高→低
	
	
	

	竹内1
	低→中
ランダム機器故障は設計基準事故相当と想定
	高→低
復旧作業あらかじめ準備できるので短期間で復旧できる。
	
	
	

	山口2
	－→中
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	肥田5
	
	高→低
	
	小→大
	1
	4
	3
	2

	曾根田5
	
	高→中
	
	小→大
	

	成宮5
	
	高→中
作業員の配置により発生は回避可能なので起こりやすさは減らせる。
	
	小→大
作業員に当たればヘルメットをしていても死亡する可能性もある。
	

	山口5
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山5
	
	高→中
	
	小→中
	

	喜多5
	
	
	
	小→大
	

	高橋5
	
	
	
	小→大
	

	倉本5
	
	高→中
「ある程度は防止できる」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内5
	
	高→低
作業管理で十分に防止可能。
	○→×
作業管理で十分に防止可能。
	
	

	肥田6
	
	高→中
	
	
	1
	3
	2
	5

	曾根田6
	
	高→中
	
	
	

	山口6
	低→中
	高→中
	
	中→小
	

	竹内6
	
	高→中
作業が想定できないため中とする。
	
	
	

	曾根田7
	
	高→中
	
	大→中
	0
	4
	6
	0

	山口7
	低→中
	高→中
	
	大→小
	

	松本7
	
	
	
	大→中
地域の了解が必要な対策を必要とするものとして「中」としました
	

	喜多7
	
	
	
	大→中
大規模地震に起因する被害のため、（大きな人災がなければ）社会的信頼は大きく損なわれないと想定

	

	竹内7
	
	高→中
再発防止対策に時間がかかる場合を想定し中とする。
	
	大→中
対策による遅延は数か月程度と考えられる。
	

	肥田8
	
	高→中
	
	小→大
	0
	3
	2
	5

	曾根田8
	
	高→中
	
	小→大
	

	成宮8
	
	
	
	小→大
クレーンは建屋の部分倒壊も引き起こすので、死亡もあると推定。
	

	山口8
	
	高→低
	
	小→大
	

	丸山8
	
	高→中
	
	小→中
	

	喜多8
	
	
	
	小→大
	

	高橋8
	
	
	
	小→大
	

	肥田9
	
	
	
	中→大
	0
	3
	4
	3

	曾根田9
	
	高→中
	
	
	

	山口9
	
	高→低
	
	中→大
	

	曾根田10
	
	高→中
	
	大→中
	0
	1
	8
	1

	山口10
	
	高→低
	
	
	

	松本10
	
	
	
	大→中
地域の了解が必要な対策を必要とするものとして「中」としました
	

	喜多10
	
	
	
	大→中
大規模地震に起因する被害のため、（大きな人災がなければ）社会的信頼は大きく損なわれないと想定

	

	肥田11
	
	高→低
	
	
	0
	1
	3
	6

	曾根田11
	
	高→中
	
	
	

	成宮11
	
	
	×→○
「地震(大)」が広範囲な外電喪失を引き起こすなら、サイト内の非常用電源の故障確率も無視はできない。影響度も無視してはいけない。
	
	

	山口11
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	丸山11
	
	高→低
	
	
	

	喜多11
	
	高→中
	
	
	

	倉本11
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低

	
	
	

	肥田12
	低→中
	高→低
	
	小→中
	0
	7
	2
	1

	曾根田12
	低→中
	高→低
	
	
	

	成宮12
	低→高
「可能性はある」のなら表Aから高。
	高→低
屋内作業なら軽量飛来物が建屋には衝突しても、壁をやぶって作業員に衝突する可能性は低い。

	
	小→中
軽量物なら死亡はなくても重症にはなるのでは？
	

	山口12
	低→中
	高→中
	
	
	

	松本12
	
	高→低
竜巻等の来襲の可能性は予想できますので「低」としました
	
	
	

	丸山12
	低→中
	
	
	
	

	喜多12
	
	高→中
	
	小→中
死亡に至る（影響：大）ことも考えられるが、竜巻（大）との影響の差別化を図った
	

	高橋12
	
	
	
	小→大
	

	倉本12
	低→中
「可能性はある」なので、低ではなく中。
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内12
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→低
作業員が怪我をする可能性は十分低い
	
	
	

	肥田13
	低→中
	高→中
	
	中→小
	1
	6
	2
	1

	曾根田13
	低→中
	高→中
	
	中→小
	

	山口13
	低→中
	高→中
	
	中→小
	

	松本13
	
	高→低
影響を及ぼすほどの飛来物の衝突の可能性は小さいと考えて「低」としました
	
	
	

	丸山13
	低→中
	高→低
	○→×
	中→－
	

	喜多13
	
	
	
	中→小
	

	倉本13
	No.12と同様
	
	
	
	

	竹内13
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→低
設備に影響を与える飛来物の可能性は十分低い

	
	
	

	肥田15
	
	高→低
	
	
	0
	2
	7
	1

	曾根田15
	
	高→中
	
	
	

	成宮15
	低→中
「可能性は否定できない」なら表Aから中になる。
	高→低
作業員に衝突する可能性は低い、とある。
	
	
	

	山口15
	低→中
	高→中
	
	大→小
	

	松本15
	
	高→低
竜巻等の来襲は予想できるため「低」としました
	
	
	

	喜多15
	
	高→中
	
	
	

	高橋15
	
	高→低
	
	
	

	倉本15
	
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内15
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。

	高→中
可能性は否定できない。
	
	大→中
作業員の怪我は重傷程度と考えらえる。
	

	肥田16
	
	高→中
	
	小→大
	0
	4
	4
	2

	曾根田16
	
	
	
	小→中
	

	成宮16
	低→中
「可能性は否定できない」なら表Aから中になる。
	
	
	小→大
衝突すれば影響は大きい、とあるので。
	

	山口16
	低→中
	高→中
	
	小→中
	

	松本16
	
	高→中
飛来物は発生しても衝突する可能性は「中」か「低」でよいと思います
	
	
	

	丸山16
	
	高→中
	
	小→中
	

	喜多16
	
	
	
	小→中
	

	高橋16
	
	
	
	小→中
	

	倉本16
	
	
	
	小→大
「衝突すると影響は大きい」なので小ではなく大。
	

	竹内16
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→中
設備に影響を与える飛来物の可能性は否定できない。

	
	
	

	肥田17
	
	高→低
	
	
	8
	2
	0
	0

	曾根田17
	
	高→中
	
	
	

	山口17
	低→中
	高→低
	×→○
	－→中
	

	丸山17
	
	高→低
	
	
	

	喜多17
	
	高→中
	×→○
	－→小
	

	肥田18
	低→中
	高→低
	
	
	1
	8
	1
	0

	曾根田18
	
	高→低
	
	
	

	成宮18
	
	高→低
失敗シナリオは「到来した軽量飛来物が、作業員に衝突し、作業員が怪我」というものなので、失敗シナリオの起こりやすさは高ではない。ただ細かな飛来物なら作業員への衝突確率は上がる。ここでは数は少ないという仮定と推察。

	
	
	

	山口18
	
	高→中
	
	中→小
	

	松本18
	
	高→中
飛来物衝突の可能性が低いとありますので「中」としました
	
	
	

	喜多18
	
	高→中
	
	中→大
左記のような影響は考えられるが、そもそも当該作業での影響に包絡される（当該作業への影響の方が大きい）と想定（近隣施設からの影響は考慮不要と判断）

	

	高橋18
	
	高→低
	
	中→大
	

	倉本18
	低→中
「到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	高→低
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではない。No.15より起こりいくいとの判断で低。

	
	
	

	竹内18
	
	高→低
作業員が怪我をする可能性は十分低い
	
	
	

	肥田19
	低→中
	高→中
	
	大→小
	1
	6
	3
	0

	曾根田19
	
	高→中
	
	大→小
	

	成宮19
	
	
	
	大→小
軽量物で影響は大きくない
	

	山口19
	
	高→中
	
	大→小
	

	松本19
	
	高→中
作業員の怪我の場合と同様に、復旧を要するような飛来物の衝突の可能性は小さいとすれば「中」でもよいと思います
	
	
	

	丸山19
	
	高→中
	
	大→中
	

	喜多19
	
	高→低
	○→×
	大→小
左記のような影響は考えられるが、そもそも当該作業での影響に包絡される（当該作業への影響の方が大きい）と想定（近隣施設からの影響は考慮不要と判断）

	

	高橋19
	
	
	
	大→中
	

	倉本19
	低→中
「到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	
	
	大→小
「軽量物で影響は大きくない」なので大ではなく小。
	

	竹内19
	
	高→低
設備に影響を与える爆発飛来物の可能性は十分低い

	
	大→中
作業遅延は数か月程度と考えられる。
	

	肥田20
	低→中
	高→低
	
	小→大
	0
	3
	6
	1

	曾根田20
	低→高
	高→中
	
	
	

	成宮20
	
	高→低
作業管理で防止可能とあるので、失敗シナリオの起こりやすさは低い。
	
	小→大
落下物の大きさにもよるが、高さもあるので怪我は影響大。
	

	山口20
	低→中
	高→中
	
	
	

	丸山20
	低→中
	高→中
	
	小→中
	

	喜多20
	
	高→中
	
	小→大
	

	高橋20
	
	高→低
	
	小→大
	

	倉本20
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく高。
	高→中
「ある程度は防止できる」なので高ではなく中。
	
	小→大
「発生したら影響度大」であるので小ではなく大。
	

	竹内20
	低→中
作業訓練が事前に十分にできないと想定し中とする。
	高→低
作業員が怪我をする可能性は十分低い
	
	
	

	山口21
	－→低
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	倉本21
	操作ミスによる火災は想定しにくいとあるが、火災は想定しなくてはならいのでは？　せめて「低」では？
	
	
	
	

	肥田24
	低→高
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田24
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口24
	低→高
	
	
	
	

	丸山24
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多24
	
	高→低

	
	線量限度があるため、作業遅れの影響に包絡？
	

	高橋24
	
	高→低
	
	
	

	倉本24
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	「個人の被ばく量は増加するが、限度内に抑えられる」という根拠説明の方が良い。
	
	
	

	竹内24
	低→中
これまで経験のない作業であり、計画外の作業が発生する可能性がある
	高→低
被ばく線量は管理されているため低とする。
	
	
	

	肥田25
	低→高
	高→中
	
	中→小
	2
	2
	6
	0

	曾根田25
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	成宮25
	
	
	
	中→小
他の作業員でカバーできれば作業遅延はそんなに長くない。
	

	山口25
	低→高
	高→低
	
	
	

	丸山25
	低→中
	高→中
	
	
	

	喜多25
	
	高→中
	
	中→小
	

	倉本25
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	「トラブル発生による作業遅延は想定し得るが、他の作業員によってカバーされる」という根拠説明の方が良い。
	作業遅延は発生しないということなので、○ではなく×
	
	

	竹内25
	低→中
これまで経験のない作業であり、計画外の作業が発生する可能性がある
	高→中
作業訓練が事前に十分にできないと想定し中とする。
	
	
	

	肥田26
	低→高
	
	
	大→中
	0
	0
	2
	8

	曾根田26
	低→高
	
	
	大→中
	

	山口26
	低→高
	高→中
	
	大→中
	

	松本26
	
	
	
	影響の大きさについて作業者を確保することが重要なことと示す意味から「数年程度の作業遅延」の影響があるものということでよろしいでしょうか。
	

	丸山26
	低→中
	
	
	大→中
	

	喜多26
	
	
	
	大→中
	

	高橋26
	
	
	
	大→中
	

	倉本26
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	
	
	
	

	竹内26
	低→中
これまで経験のない作業であり、計画外の作業が発生する可能性がある。
	
	
	大→中
作業遅延は数か月程度と考えられる。
	

	肥田27
	低→高
	高→低
	
	
	8
	2
	0
	0

	曾根田27
	低→高
	高→低
	
	
	

	成宮27
	
	
	×→○
想定外のこと、にも依存するが、予算不足で放射性撤去物を遮へいのないところに置く、あるいはモニターが少ない、という場合でも重要度はある。

	－→小
個人被ばく管理はされているなら、影響はあっても小さい。
	

	丸山27
	低→高
	高→低
	
	
	

	喜多27
	資金の課題を本検討に含める必要あるか？　全体的な工程遅延、作業環境の悪化（による作業員への影響）などは考えられるが、個別作業に落とし込む必要はある？？
	
	
	
	

	高橋27
	
	高→低
	
	
	

	倉本27
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	「個人の被ばく量は増加するが、限度内に抑えられ」という根拠説明の方が良い。
	作業遅延は発生しないということなので、○ではなく×

	
	

	竹内27
	低→中
これまで経験のない作業であり、計画外の作業が発生する可能性がある。

	高→低
被ばく線量は管理されているため低とする。
	
	
	

	肥田28
	低→高
	高→中
	
	小→中
	0
	4
	2
	4

	曾根田28
	低→高
	高→中
	
	小→中
	

	丸山28
	低→高
	
	
	小→中
	

	高橋28
	
	
	
	小→中
	

	倉本28
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	
	
	
	

	竹内28
	低→中
これまで経験のない作業であり、計画外の作業が発生する可能性がある。

	高→中
影響が想定できないため中とする。
	
	
	

	肥田29
	低→高
	高→中
	
	中→大
	0
	0
	5
	5

	成宮29
	低→高
保管場所不足が十分に起こりえるなら、高
	
	
	中→大
大幅な作業遅延が起こる、とあるので影響は高
	

	丸山29
	低→中
	
	
	
	

	倉本29
	低→高
「十分起こりえる」なので低でなく高。
	
	
	
	

	肥田31
	低→中
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田31
	低→高
	
	
	
	

	成宮31

	低→中
地震（中）は起こりやさ中で、それによる車両事故は高なら、中。
	
	
	
	

	山口31
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山31
	低→－
	高→－
	×→－
	
	

	喜多31
	
	高→中
	
	
	

	高橋31
	
	高→低
	
	
	

	倉本31
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内31
	
	高→低
作業員が怪我をする可能性は十分低い
	
	
	

	肥田32
	低→中
	高→中
	
	大→小
	3
	4
	2
	1

	曾根田32
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	成宮32
	低→中
地震（中）は起こりやさ中で、それによる車両事故は高なら、中。
	
	
	大→小
影響は「道路の損傷の程度」ではなく、作業遅延。それでも道路損傷はひどくないので、遅延も長引かない。
	

	山口32
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	丸山32
	低→－
	高→－
	○→－
	大→－
	

	喜多32
	
	高→中
	
	大→小
	

	高橋32
	
	高→中
	
	大→中
	

	倉本32
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	大→小
作業遅延への影響は大きくない。
	

	竹内32
	
	高→低
損傷程度は小さい
	
	大→中
作業遅延は数か月程度と考えられる。

	

	山口33
	－→低
	－→低
	－→○
	－→小
	9
	0
	1
	0

	肥田34
	
	高→中
	
	
	2
	7
	0
	1

	曾根田34
	
	
	○→×
	
	

	山口34
	
	高→低
	○→×
	
	

	丸山34
	
	高→中
	
	
	

	高橋34
	
	
	
	小→大
	

	竹内34
	
	高→低
作業員が怪我をする可能性は十分低い
	
	
	

	曾根田35
	
	
	
	中→大
	1
	1
	7
	1

	山口35
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	竹内35
	
	高→低
損傷程度は小さい
	
	
	

	肥田36
	
	高→中
	
	大→小
	2
	5
	1
	2

	曾根田36
	
	高→低
	○→×
	
	

	山口36
	低→中
	高→低
	
	大→中
	

	成宮36
	
	
	
	大→小
燃料の損傷程度は小さい、とのことなので影響は小
	

	丸山36
	
	高→中
	
	大→中
	

	喜多36
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	高橋36
	
	高→低
	
	
	

	竹内36
	
	高→低
損傷程度は小さい
	
	大→中
設計基準事故相当と考えられる。
	

	山口37
	－→低
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	山口38
	－→低
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	丸山38
	－→低
	
	
	
	

	喜多38
	地震（大）との重畳があると退避できない可能性も・・・・

	
	
	
	

	肥田39
	低→中
	高→低
	
	小→中
	2
	6
	2
	0

	曾根田39
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	成宮39
	低→中
飛来物到来の可能性が否定できないので中。
	
	
	
	

	山口39
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	丸山39
	低→中
	
	
	
	

	喜多39
	
	高→中
	
	小→中
死亡に至る（影響：大）ことも考えられるが、竜巻（大）との影響の差別化を図った
	

	高橋39
	
	高→低
	
	
	

	倉本39
	低→中
「飛来物到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内39
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。

	高→低
輸送作業員が衝突する可能性は低い
	
	
	

	肥田40
	低→中
	高→低
	
	
	7
	1
	2
	0

	曾根田40
	低→中
	高→低
	
	
	

	成宮40
	低→中
飛来物到来の可能性が否定できないので中。
	
	
	
	

	丸山40
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多40
	
	高→低
	
	
	

	高橋40
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本40
	低→中
「飛来物到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	高→低
「燃料に直接衝突する可能性はない」とは言い切れないのではないか？
「小さい」と言うことで起こりやすさは低。

	燃料損傷となれば、失敗シナリオの重要度は○
	燃料損傷の影響度は大

	

	竹内40
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→低
燃料に衝突する可能性は低い
	
	
	

	喜多41
	車両同士の衝突：輸送車両自体が竜巻により飛ばされ、破損することと、想定しました。
	
	
	
	10
	0
	0
	0

	肥田42
	
	高→低
	
	中→大
	1
	2
	6
	1

	山口42
	
	高→低
	○→×
	
	

	丸山42
	
	
	
	中→大
	

	喜多42
	
	高→中
	
	中→大
	

	倉本42
	
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内42
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→低
輸送作業員が衝突する可能性は低い
	
	
	

	肥田43
	
	高→低
	
	
	7
	1
	2
	0

	曾根田43
	
	高→低
	
	
	

	山口43
	
	高→低
	×→○
	－→中
	

	丸山43
	
	高→低
	
	
	

	喜多43
	
	高→低
	
	
	

	高橋43
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本43
	
	高→低
「燃料に直接衝突する可能性はない」とは言い切れないのではないか？
「小さい」と言うことで起こりやすさは、低。
	燃料損傷となれば、失敗シナリオの重要度は○

	燃料損傷の影響度は大
	

	竹内43
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。
	高→低
燃料に衝突する可能性は低い
	
	
	

	山口44
	－→低
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	山口45
	－→低
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	肥田46
	
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田46
	低→中
	高→低
	
	
	

	成宮46
	
	高→低
閉じ込め機能低下の起こりやすさは低い
	
	
	

	山口46
	
	高→低
	
	
	

	丸山46
	低→－
	
	
	
	

	喜多46
	低→－
温度上昇の意図するところを明確にするために、シナリオの記載は残してあります。(N,O)：(低、×)の方が良いか？
	
	
	
	

	竹内46
	
	高→低
設計範囲内であり可能性は低い
	
	
	

	山口47
	－→低
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	肥田48
	低→中
	高→低
	
	
	8
	0
	2
	0

	曾根田48
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口48
	低→中
	高→中
	×→○
	－→中
	

	丸山48
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多48
	
	高→低
	
	
	

	高橋48
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本48
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内48
	
	高→低
設計範囲内であり可能性は低い
	
	
	

	肥田50
肥田51
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田50
曾根田51
	低→高
	高→低
	
	
	

	成宮50
成宮51

	
	高→低
「燃料への衝撃力作用」は高確率で起こっても「燃料損傷」は設計条件内なので起こらない。で、低
	
	
	

	山口50
山口51
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山50
丸山51
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多50
喜多51
	
	高→低
	
	
	

	高橋50
高橋51
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本50
倉本51
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内50
竹内51
	
	高→低
設計想定内であり可能性は低い
	
	
	

	肥田53
	
	高→中
	
	大→小
	3
	4
	2
	1

	曾根田53
	
	
	○→×
	
	

	成宮53
	
	高？
大地震で輸送容器が落下しても、設計条件内ではないのか？脅威によらず「落下」では燃料は損傷しないのでは？
	
	大→小
影響を輸送容器外への放射性物質放出とすると影響は小さい。
	

	山口53
	
	高→低
	
	大→中
	

	丸山53
	
	高→中
	
	
	

	喜多53
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	高橋53
	
	高→低
	
	
	

	倉本53
	
	
	燃料損傷したとしても影響無しということなので、失敗シナリオの重要度を×
	
	

	竹内53
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	大→中
設計基準事故相当と考えられる
	

	肥田54
	低→中
	高→低
	
	
	8
	0
	2
	0

	曾根田54
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口54
	低→中
	高→中
	×→○
	－→中
	

	丸山54
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多54
	
	高→低
	
	
	

	高橋54
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本54
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内54
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田55
	低→中
	高→中
	
	小→中
	0
	5
	3
	2

	曾根田55
	低→高
	
	
	
	

	山口55
	低→中
	高→中
	
	
	

	丸山55
	低→中
	
	
	小→中
	

	高橋55
	
	
	
	小→大
	

	倉本55
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内55
	
	高→低
周辺設備に大きな影響を与える可能性は低い
	
	
	

	肥田56
	低→中
	高→低
	
	
	8
	0
	2
	0

	曾根田56
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口56
	低→中
	高→中
	×→○
	－→中
	

	丸山56
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多56
	
	高→低
	
	
	

	高橋56
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本56
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内56
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田58
	
	高→中
	
	中→小
	3
	4
	3
	0

	曾根田58
	
	高→中
	○→×
	
	

	成宮58
	
	高？
大地震で輸送容器が落下しても、設計条件内ではないのか？脅威によらず「落下」では燃料は損傷しないのでは？
	
	
	

	山口58
	
	高→低
	
	
	

	丸山58
	
	高→中
	
	
	

	喜多58
	
	高→低
	○→×
	
	

	高橋58
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本58
	
	
	燃料損傷したとしても影響無しということなので、失敗シナリオの重要度を×
	
	

	竹内58
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田59
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田59
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口59
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山59
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多59
	
	高→低
	
	
	

	高橋59
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本59
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内59
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田60
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田60
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口60
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山60
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多60
	
	高→低
	
	
	

	高橋60
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本60
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内60
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田61
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田61
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口61
	
	高→低
	×→○
	－→小
	

	丸山61
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多61
	
	高→低
	
	
	

	高橋61
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本61
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内61
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田62
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田62
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口62
	
	高→低
	×→○
	－→小
	

	丸山62
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多62
	
	高→低
	
	
	

	高橋62
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本62
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内62
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田64
	
	高→中
	
	大→小
	3
	3
	2
	2

	曾根田64
	
	
	○→×
	
	

	山口64
	
	高→低
	
	大→中
	

	丸山64
	
	高→中
	
	
	

	喜多64
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	高橋64
	
	高→低
	
	
	

	倉本64
	
	
	燃料損傷したとしても影響無しということなので、失敗シナリオ重要度を×
	
	

	竹内64
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	大→中
設計基準事故相当と考えられる
	

	肥田65
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田65
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口65
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山65
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多65
	
	高→低
	
	
	

	高橋65
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本65
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内65
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田66
	低→中
	高→中
	
	小→中
	1
	4
	3
	2

	曾根田66
	低→高
	高→中
	
	
	

	山口66
	低→中
	高→低
	○→×
	小→－
	

	丸山66
	低→中
	
	
	小→中
	

	高橋66
	
	
	
	小→大
	

	倉本66
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内66
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田67
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田67
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口67
	低→中
	高→低
	×→○
	－→小
	

	丸山67
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多67
	
	高→低
	
	
	

	高橋67
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本67
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内67
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	成宮68
	IEが考えられないのなら脅威「ボルト折損、変形」がそもそも起こらないのでは？
	
	
	
	10
	0
	0
	0

	山口68
	－→低
	－→低
	－→×
	
	

	丸山68
	－→低
	
	
	
	

	喜多68
	－→低
破損等による影響は、工程遅延の影響「低」（数週間）未満と想定
	
	
	
	

	肥田69
	低→中
	高→中
	
	中→小
	3
	3
	3
	1

	曾根田69
	
	高→中
	○→×
	
	

	成宮69
	
	高→低
落下した上蓋が燃料と接触することはない？
	
	中→小
燃料に振動程度は与えても「損傷」する影響は小さい
	

	山口69
	
	高→低
	○→×
	中→－
	

	丸山69
	低→中
	高→中
	
	
	

	喜多69
	
	高→低
	○→×
	中→－
	

	高橋69
	
	
	
	中→大
	

	倉本69
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	中→小
燃料損傷の程度は小。
	

	竹内69
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田70
	低→中
	高→中
	
	大→小
	3
	3
	2
	2

	曾根田70
	
	高→中
	○→×
	
	

	成宮70
	
	高→低
落下した上蓋が燃料と接触することはない？
	
	大→小
燃料に振動程度は与えても「損傷」する影響は小さい
	

	山口70
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	丸山70
	低→中
	高→中
	
	大→中
	

	喜多70
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	倉本70
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	大→小
燃料損傷の程度は小。
	

	竹内70
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	大→中
設計基準事故相当と考えられる。
	

	肥田71
	低→中
	
	
	小→大
	0
	1
	3
	6

	曾根田71
	
	
	
	小→中
	

	成宮71
	
	
	
	小→大
燃料が落下するため影響は大きい
	

	山口71
	低→中
	高→中
	
	小→大
	

	丸山71
	低→中
	
	
	小→中
	

	喜多71
	
	
	
	小→中
	

	高橋71
	
	
	
	小→大
	

	倉本71
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	小→大
燃料損傷の影響は大。
	

	竹内71
	
	
	
	小→中
	

	山口72
	－→中
	－→中
	－→○
	－→小
	9
	1
	0
	0

	肥田73
	低→中
	高→中
	
	中→小
	1
	6
	2
	1

	曾根田73
	
	高→低
	○→×
	
	

	成宮73
	
	
	
	中→小
影響が限定的なので小
	

	山口73
	低→中
	高→中
	
	中→小
	

	丸山73
	低→中
	高→中
	
	中→小
	

	喜多73
	
	高→中
	
	中→小
	

	高橋73
	
	
	
	中→大
	

	倉本73
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	中→小
影響が限定的なので小。
	

	竹内73
	
	高→中
燃料損傷の可能性は否定できない
	
	
	

	山口74
	－→低
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	肥田75
	
	高→低
	
	
	9
	1
	0
	0

	曾根田75
	
	高→中
	
	
	

	山口75
	
	高→低
	
	
	

	丸山75
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	竹内75
	
	高→低
可能性は低い
	
	
	

	山口76
	－→低
	－→中
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	曾根田77
	
	高→中
	
	大→中
	0
	1
	3
	6

	山口77
	低→中
	高→中
	
	大→中
	

	喜多77
	
	
	
	大→中
	

	竹内77
	
	
	
	大→中
設計基準事故相当と考えられる。
	

	山口78
	－→中
	－→低
	－→×
	
	10
	0
	0
	0

	肥田79
	低→中
	高→中
	
	
	1
	7
	1
	1

	曾根田79
	低→高
	高→中
	○→×
	
	

	山口79
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山79
	低→中
	高→中
	
	
	

	喜多79
	
	高→中
	
	
	

	高橋79
	
	
	
	小→大
	

	倉本79
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内79
	
	高→中
燃料損傷の可能性は否定できない
	
	
	

	肥田81
	低→高
	
	
	中→大
	0
	0
	5
	5

	曾根田81
	低→高
	
	
	
	

	成宮81
	低→高
起こりうるということで高。
	
	
	
	

	山口81
	低→中
	高→中
	
	
	

	丸山81
	低→中
	
	
	
	

	倉本81
	低→高
「十分起こり得る」なので高。
	
	
	
	

	肥田82
	低→中
	高→中
	
	
	10
	0
	0
	0

	山口82
	
	高→低
	
	
	

	丸山82
	低→中
	高→低
	
	
	

	倉本82
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内82
	
	高→低
重大な損傷シナリオになる可能性は低い。
	
	
	

	肥田83
	低→中
	高→低
	
	大→中
	3
	2
	1
	4

	曾根田83
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	山口83
	
	高→低
	○→×
	大→－
	

	丸山83
	低→中
	高→中
	
	大→中
	

	喜多83
	
	高→中
	
	大→小
	

	倉本83
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→中
「可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	
	

	竹内83
	
	高→低
影響は限定的
	○→×
十分除染したことを確認することで対策できる。
	大→中
設計基準事故相当と考えられる。
	

	肥田84
	低→中
	高→中
	
	
	10
	0
	0
	0

	山口84
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山84
	低→中
	高→低
	
	
	

	倉本84
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内84
	
	高→低
重大な損傷シナリオになる可能性は低い。
	
	
	

	肥田85
	低→中
	
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田85
	低→中
	
	
	
	

	山口85
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山85
	低→中
	高→低
	
	
	

	倉本85
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内85
	
	高→中
重大な損傷シナリオになる可能性は否定できない。
	
	
	

	肥田86
	低→中
	高→低
	
	
	2
	6
	1
	1

	曾根田86
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	成宮86
	
	高→低
温度上昇は起こりえても、燃料損傷に至るには時間があり対応可能なので、低
	
	
	

	山口86
	低→中
	高→低
	
	小→中
	

	丸山86
	低→中
	高→低
	
	小→中
	

	喜多86
	
	高→低
	○→×
	小→－
	

	高橋86
	
	
	
	小→大
	

	倉本86
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	
	

	竹内86
	
	高→低
重大な損傷シナリオになる可能性は低い。
	
	小→中
設計基準事故相当と考えられる。
	

	肥田87
	低→中
	高→低
	
	中→小
	2
	5
	2
	1

	曾根田87
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	成宮87
	
	高→低
温度上昇は起こりえても、燃料損傷に至るには時間があり対応可能なので、低
	
	中→小
ライナー腐食と配管腐食で漏洩量が異なるなら、中でもOK
	

	山口87
	低→中
	高→低
	
	
	

	丸山87
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多87
	
	高→低
	○→×
	中→－
	

	高橋87
	
	
	
	中→大
	

	倉本87
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく高。
	
	
	中→小
燃料損傷の影響は小。
	

	竹内87
	
	高→低
重大な損傷シナリオになる可能性は低い。
	
	
	

	肥田89
	
	
	
	大→中
	0
	1
	3
	6

	曾根田89
	
	高→中
	
	
	

	山口89
	
	高→低
	
	大→中
	

	喜多89
	
	
	
	冷却期間が長い燃料であれば、空冷により冷却できる可能性あり
	

	竹内89
	
	高→低
重大な損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	曾根田91
	
	高→中
	
	小→大
	0
	4
	4
	2

	成宮91
	
	
	
	小→大
プールが重量物落下のために破損すれば、冷却水保持が長期間にわたり出来なくなるので、燃料損傷が多数になり影響は大きい。
	

	喜多91
	影響範囲内の重量物の設置状態によっては、評価不要となる可能性
	
	
	
	

	高橋91
	
	
	
	小→大
	

	竹内91
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	小→大
損傷が大きく復旧できない場合、影響が大きくなると想定される。
	

	肥田92
	低→中
	高→中
	
	中→小
	3
	4
	2
	1

	曾根田92
	低→高
	高→低
	○→×
	
	

	成宮92
	低→中
機器故障は起こりうるが品質確保するので頻度は中。
	高→低
温度上昇はあるが時間余裕があるので対処が出来る。燃料損傷までは「まれ」
	
	中→大
燃料損傷は設計基準相当を超えるもの
	

	山口92
	低→中
	高→中
	
	
	

	松本92
	
	
	
	中→小
92～94は、いずれも冷却材の漏えいではなく温度上昇が生ずる事象であるため、｛失敗シナリオの影響度」は同一のものとしてよいと考えます
	

	丸山92
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多92
	
	高→低

	
	温度上昇に至る前に、何らかの応急処置が可能と思われるため、影響度「中」とした
	

	高橋92
	
	
	
	中→大
	

	倉本92
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	失敗シナリオの発生はなく　×

	
	

	竹内92
	低→中
ランダム機器故障は設計基準事故相当と想定
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	○→×
温度監視により早期対策ができる。
	
	

	肥田93
	
	高→中
	
	大→中
	2
	3
	3
	2

	曾根田93
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	成宮93
	
	高→中
流路閉塞の状況にもよるが、代替冷却を行えても燃料損傷の可能性はないとは言えない
	
	
	

	山口93
	低→中
	高→中
	
	大→中
	

	松本93
	
	
	
	大→小
	

	丸山93
	低→中
	高→中
	
	大→中
	

	喜多93
	
	高→中
	
	大→中
温度上昇に至る前に、何らかの応急処置が可能と思われるため、影響度「中」とした
	

	竹内93
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	○→×
温度監視により早期対策ができる。
	
	

	肥田94
	
	高→中
	
	
	4
	4
	0
	2

	曾根田94
	低→中
	高→低
	○→×
	
	

	成宮94
	
	
	
	小→大
燃料損傷は設計基準相当を超えるもの
	

	山口94
	
	高→低
	
	小→中
	

	丸山94
	低→中
	高→低
	
	小→中
	

	喜多94
	
	高→低
	○→×
上記2ケース（動的機器故障、静的機器故障？）以外のモードが分からなかったため、×とした　（ランダム故障を３つ設定した理由が分かりませんでした）
	小→－
	

	高橋94
	
	
	
	小→大
	

	倉本94
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	失敗シナリオの発生はなく　×

	
	

	竹内94
	低→中
ランダム機器故障は設計基準事故相当と想定
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	○→×
温度監視により早期対策ができる。
	
	

	山口95
	－→中
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	山口96
	－→低
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	曾根田97
	
	
	
	中→大
	1
	3
	4
	2

	山口97
	
	高→低
	
	
	

	松本97
	
	
	
	中→小
理由は92～94のコメントと同様に、冷却材の漏洩が生じず温度上昇であるためです
	

	喜多97
	
	高→中

	
	想定する破損の程度にもよるが、温度上昇による燃料破損（温度上昇による環境の悪化）に至る時間余裕の中での復旧可能性を考慮し起こりやすさを「中」とした。復旧湖雲南な場合も、温度上昇に至る前に、何らかの応急処置が可能と思われるため、影響度「中」とした。
	

	竹内97
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	○→×
温度監視により早期対策ができる。
	
	

	肥田98
	
	高→低
	
	
	7
	1
	2
	0

	成宮98
	
	高→中
代替電源復旧するも地震損害によっては冷却が不十分かもしれない
	×→○
燃料損傷は重大
	－→大
燃料損傷の影響は大きい
	

	山口98
	
	高→低
	×→○
	－→中
	

	丸山98
	
	高→低
	
	
	

	喜多98
	
	高→中
	
	
	

	高橋98
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本98
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内98
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田102
	
	
	
	大→中
	1
	2
	3
	4

	山口102
	
	高→低
	
	大→中
	

	松本102
	
	
	
	大→小
理由は92～94のコメントと同様に、冷却材の漏洩が生じず温度上昇であるためです
	

	丸山102
	
	
	
	大→中
	

	喜多102
	
	
	
	大→中
温度上昇に至る前に、何らかの応急処置が可能と思われるため、影響度「中」とした
	

	竹内102
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	○→×
温度上昇、設備故障を検知し、燃料損傷に至る前に対策が可能。
	
	

	肥田103
	
	高→低
	
	
	7
	1
	1
	1

	曾根田103
	
	高→低
	
	
	

	成宮103
	
	根拠：津波(大)で広範囲に外電が喪失あるいはサイト内の設備が損傷している場合には、「迅速には復旧」できない
	×→○
燃料損傷は重大
	－→大
燃料損傷の影響は大きい
	

	山口103
	
	高→低
	×→○
	－→中
	

	丸山103
	
	高→低
	
	
	

	高橋103
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本103
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内103
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田104
	
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田104
	
	高→低
	
	
	

	山口104
	低→－
	高→－
	×→－
	
	

	丸山104
	
	高→低
	
	
	

	喜多104
	ランダム故障による被覆管の劣化・腐食とのバランス／長期影響なので、事象発生後、ランダム故障の増加の程度を見積もれば十分か。
	
	
	
	

	高橋104
	
	高→低
	
	
	

	倉本104
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内104
	
	高→中
海水におる腐食の劣化は十分想定される。
	
	
	

	肥田105
	低→中
	高→低
	
	
	8
	1
	0
	1

	曾根田105
	低→高
	高→低
	
	
	

	山口105
	低→中
	高→低
	×→○
	－→中
	

	丸山105
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多105
	低→中
	高→低
	
	
	

	高橋105
	
	
	×→○
	－→大
	

	倉本105
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内105
	
	高→低
重大な燃料損傷シナリオになる可能性は低い
	
	
	

	山口106
	－→低
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	肥田107
	低→中
	
	
	
	1
	5
	4
	0

	曾根田107
	低→中
	
	○→×
	
	

	成宮107
	低→高
発生する可能性があるので高
	
	
	
	

	山口107
	低→中
	高→中
	
	
	

	丸山107
	低→中
	
	
	
	

	喜多107
	
	
	ランダム故障であれば、影響は燃料ピン１本にとどまり、基本的に希ガス放出だけと想定されるので、×でも良さそうだが
	
	

	竹内107
	低→中
発生の可能性は否定できないため、中とする。

	
	
	
	

	山口108
	－→低
	－→中
	－→○
	－→大
	9
	0
	1
	0

	肥田109
	
	
	
	中→大
	0
	1
	6
	3

	曾根田109
	
	高→中
	
	中→大
	

	成宮109
	低
可能性を否定できないが、地震(大)の発生頻度は小さい
	高→中
落下しても燃料の損傷が起こるような衝突状態の可能性は大きくはない
	
	中→大
重量物が燃料に当たれば重大な燃料損傷となる
	

	山口109
	
	高→中
	
	中→大
	

	丸山109
	
	
	
	中→大
	

	喜多109
	
	
	
	中→大
シナリオの起こりやすさ、影響度は影響範囲内の重量物の設置状態に依存。
	

	竹内109
	
	高→中
燃料損傷による放射性物質漏えい可能性は否定できないため、中とする。
	
	
	

	肥田110
	低→中
	
	
	
	0
	0
	2
	8

	曾根田110
	低→中
	
	
	大→中
	

	山口110
	
	高→中
	
	
	

	丸山110
	低→中
	
	
	大→中
	

	倉本110
	「重量物が落下して燃料損傷に至る可能性は否定できない」という設定根拠で低。
	
	
	
	

	竹内110
	
	高→中
燃料損傷による放射性物質漏えい可能性は否定できないため、中とする。
	
	
	

	肥田112
	
	高→低
	
	
	8
	0
	2
	0

	曾根田112
	
	高→低
	
	
	

	成宮112
	
	高→低
臨界になる可能性はほぼないから
	
	
	

	山口112
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	丸山112
	
	高→低
	
	
	

	喜多112
	
	高→低
	
	
	

	高橋112
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本112
	
	高→低
臨界になる可能性は非常に低い。
	
	
	

	竹内112
	
	高→低
臨界になる可能性は低い
	
	
	

	肥田113
	低→中
	高→低
	
	
	8
	0
	2
	0

	曾根田113
	低→中
	高→低
	
	
	

	山口113
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	丸山113
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多113
	
	高→低
	
	
	

	高橋113
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本113
	「重量物が落下して燃料損傷に至る可能性は否定できない」という設定根拠で低。
	高→低
臨界になる可能性は非常に低い。
	
	
	

	竹内113
	
	高→低
臨界になる可能性は低い
	
	
	

	山口115
	－→低
	－→低
	－→○
	－→中
	9
	1
	0
	0

	肥田116
	
	高→低
	
	
	10
	0
	0
	0

	曾根田116
	低→中
	高→低
	
	
	

	成宮116
	低→中
可能性を否定できないから
	高→低
早期発見などの対応が可能なので
	
	
	

	山口116
	低→中
	高→中
	
	
	

	丸山116
	低→中
	高→低
	
	
	

	喜多116
	
	高→低
作業に影響を与える程度の温度上昇が生じる可能性は低いと想定
	
	
	

	倉本116
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内116
	低→中
ランダム機器故障は設計基準事故相当と想定
	高→低
重大なシナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田117
	
	高→低
	
	
	8
	1
	0
	1

	曾根田117
	低→中
	
	×→○
	
	

	成宮117
	低→中
可能性を否定できないから
	高→低
早期発見などの対応が可能なので
	
	
	

	山口117
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山117
	
	高→低
	
	
	

	喜多117
	低→中
	高→低
作業時間が制限を多少超える様な状況はそれなりに発生する可能性があると思われるが、計画線量を超えるような過大な被ばくの発生可能性は低いと想定
	
	
	

	高橋117
	
	高→低
	
	
	

	倉本117
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内117
	
	高→低
重大なシナリオになる可能性は低い
	
	
	

	肥田118
	
	高→低
	
	
	8
	1
	1
	0

	曾根田118
	低→中
	高→低
	
	
	

	成宮118
	低→中
可能性を否定できないから
	高→低
早期発見などの対応が可能なので低とした。
	
	
	

	山口118
	低→中
	高→中
	×→○
	－→小
	

	丸山118
	
	高→低
	
	
	

	喜多118
	
	高→低
	
	
	

	高橋118
	
	高→低
	×→○
	－→大
	

	倉本118
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	
	

	竹内118
	
	高→低
重大なシナリオになる可能性は低い
	
	
	



1

